



政策企画総務課










総務・企画グループ
１　課の庶務事務及び調整事務
政策企画総務課、秘書課の予算編成、経理、給与、物品、福利厚生及び一般庶務事項を掌り、当該事務の円滑な執行に努めた。
部内業務の総合調整を図り、円滑な事務執行を行った。

（1） 主な備品の購入状況
　　　　なし

２　部長会議、次長会議に関する事務
　　　府政運営に関する基本的事項を審議し、併せて府政の総合調整を図るため部長会議を開催した。また、府政の重要事項の審議、各部の連絡調整を図るため次長会議を開催した。

○開催状況
	区　　　分
	回　　　数

	部長会議
	４回

	次長会議
	18回



３　重要事項等の連絡調整に関する事務
　　  府政の重要事項等を円滑に推進するため、府議会各会派からの予算要望をはじめ、府議会との各般の連絡調整を行った。

４　国の施策並びに予算に関する提案・要望
　　  府政の最重要政策課題について、国の施策並びに予算へ反映させるため、政府、国会議員等に対し、積極的な提案、要望活動を行った。　

  　○最重点提案・要望（国の施策・予算向け）
【令和２年７月実施】
　　　・　コロナ第二波に備えた対策
　　　・　コロナ禍の下での経済活動の維持・雇用の創出・府民生活の支援
　　　・　コロナ終息に向けて取り組む自治体への支援
·  コロナ終息を見据えた経済の再生・復活



人事・栄典グループ
１	国内賓客の来訪に関する事務
○過去３ヶ年の予算額と決算額
	
	予　　算　　額
	決　　算　　額

	平成30年度
	2,734千円
	0千円

	令和元年度
	3,091千円
	0千円

	令和２年度
	3,293千円
	0千円



※令和元年度、皇族の諸行事御臨席のための来阪等に関して情報収集や他団体との連絡調整等を行ったが、府が直接対応した行事等はなし。

２　	栄典・表彰に関する事務
○過去３ヶ年の予算額と決算額
	
	予　　算　　額
	決　　算　　額

	平成30年度
	1,860千円
	1,143千円

	令和元年度
	1,896千円
	1,172千円

	令和２年度
	1,879千円
	104千円



（１）栄典関係
国においては、長年にわたり国の発展に貢献し、あるいは社会公共の福祉の増進に寄与し、特に功績顕著な者に対して、位階令、褒章条例等の定めるところにより、叙位、叙勲、褒章等の栄典を授与している。府としては、関係法令及び各省庁からの通知に基づき、候補者の選考、推薦及び受章者への伝達を行った。

根拠法令等　位階令（大正15年勅令第325号）
生存者叙勲の開始について（昭和38年７月閣議決定）
高齢者に対する叙勲及び賜杯について
（昭和48年５月総理大臣決裁）
褒章条例（明治14年太政官布告第63号）
　　　　　　　　　危険業務従事者叙勲受章者の選考手続について
（平成15年５月閣議了解）
	

区　　分
	件　数
	備　　　　　　　　　　　　考

	春秋叙勲
	165
	国又は公共に対し功労のある概ね70歳以上の者に賜る。

	高 齢 者
叙   勲
	113
	国又は公共に対し功労のある88歳に達した者に賜る。

	叙　　位
	101
	生前、国又は公共に対し功労のあった者に死亡日を
もって賜る。

	死亡叙勲
	61
	生前、国又は公共に対し功労のあった者に死亡日を
もって賜る。

	危険業務
従事者叙勲
	84
	著しく危険性の高い業務に精励した者に賜る。

	紅綬褒章
	2
	自己の危難を顧みず人命の救助に尽力した者に賜る。

	緑綬褒章
	0
	自ら進んで社会に奉仕する活動に従事し徳行顕著な者に賜る。

	黄綬褒章
	10
	業務に精励し、衆民の模範となる者に賜る。

	紫綬褒章
	0
	学術、芸術上の発明、改良、創作に関し事績著名な者に賜る。

	藍綬褒章
	23
	公衆の利益を興し成績著名な者又は公同の事務に勤務し、功労顕著な者に賜る。

	紺綬褒章
	46
	公益のため私財を寄付(５百万円以上)し、功績顕著な者に賜る。

	褒　　状
	28
	公益のため私財を寄付(１千万円以上)し、功績顕著な団体に賜る。

	遺族追賞
	1
	褒章条例により表彰されるべき者が死亡したとき遺族に追賞される。

	計
	634
	



（２）表彰関係
府政の振興に顕著な功績のあった個人若しくは団体、又は篤行がすぐれ府民の模範となる者に対して知事表彰を行っている。
令和２年度の「憲法施行記念式並びに表彰式」については、全国的に新型コロナウイルスの感染が拡大している状況を踏まえ、受賞者並びに参列者の安全を確保する観点から中止した。
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